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１　はじめに
エクアドルのブロッコリー生産量は、

2012年に７万トンに達した。これは世界
の生産量の0.3％程度にすぎないが、輸出
量では世界第7位となる５％（約６万トン）
を占めている。エクアドルは、スペイン語

で「赤道」を意味するが、その名の通り赤
道直下の国であり、中央をアンデス山脈が
縦断し、標高の高い地域が多い。このため、
ブロッコリーの生育に適した冷涼な気候で
あり、１年を通じて栽培が可能である（図
１）。同国では、企業による大規模経営の

 

赤道 

図１　中南米諸国の位置関係

資料：機構作成
注１：エクアドルの左側の島々はガラパゴス諸島。
　２：アンデス山脈は、南米大陸の西側を南北に縦断。

エクアドルのブロッコリーの生産および
輸出動向（前編）

調査情報部

【要約】
エクアドルのブロッコリーは、通年生産が可能であり、その大部分が輸出用として栽培され、

主に北半球の端境期に生産・輸出を行っている。大手３社による生産から加工までの垂直的な生
産体制の下、輸出市場の需要に合わせた生産が行われており、日本への輸出量も順調に増加して
いる。

本稿では、前編として、エクアドルにおけるブロッコリー生産について報告する。

海外情報
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図２　日本の冷凍ブロッコリー輸入量の推移

資料：「Global Trade Atlas」
　注：日本のＨＳコード0710.80.010。

進展および品質により輸出競争力を獲得し
ており、近年、日本の冷凍ブロッコリー市

場においても存在感を増している（図２）。

２　生産状況
（１）作付面積・生産量

エクアドルは外貨獲得手段として農産物
輸出が盛んであり、従来からコーヒー、砂
糖、バナナを中心に米国などに出荷してき
た。1990年代に入り、輸出農産物の多様
化が推進された中で、ブロッコリーは花き
類のバラとともに新たな輸出品目として台
頭し、生産も増加傾向にある。過去10年
の推移を見ると、収穫面積は3430ヘク
タール（2003年）から3666ヘクタール

（2013年）に6.9％増加した。また、収穫
量も、同期間に４万519トンから６万
8858トンへ69.9％増加している（表１）。

この背景には、先進国を中心とした世界的
なブロッコリー需要の拡大が挙げられる。
エクアドルのブロッコリー生産は、当初よ
り輸出志向型であり、生産量の95％以上
が輸出向けとして冷凍加工され、残りの
５％未満が生鮮野菜として国内に出荷され
ている。

南半球に位置するエクアドルは、主要な
ブロッコリー生産・消費国である北半球の
国々とは生産サイクルが異なるため、これ
らの国々の端境期に輸出が可能であり、世
界的な需要の拡大に応える形で生産量は増
加傾向にある。

表１　ブロッコリー収穫面積および生産量の推移
 （単位：ヘクタール、トン）

区分 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
作付面積 3,430 3,497 3,154 3,416 3,531 3,636 3,425 3,377 3,611 3,639 3,666
生産量 40,519 43,245 48,532 50,788 62,791 65,390 69,040 72,396 65,000 70,000 68,858

資料：エクアドル農牧水産省国家農業情報システム（SINAGAP）
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（２）主要産地
エクアドル農牧水産省の国家農業情報シ

ステム（SINAGAP）によると、同国のブ
ロッコリー生産は、国内24県のうち主に
４県で行われている（図３）。中でも、内
陸部で標高2700〜3200メートルのアン
デス山脈に位置するコトパクシ県およびピ
チンチャ県の２県で全収穫面積の82％、

生産量の91％を占めている。これらの地
域は標高が高いため病害虫の発生が少な
く、日照量が多いほか、湿度は70〜80％
ながらも年間の平均気温は13〜15度と冷
涼な気候である。このため、ブロッコリー
の生育に適し、１年を通じて栽培が可能で
ある。

最大の生産県であるコトパクシ県は、収
穫面積で50％、生産量で73％のシェアを
誇る（表２、３）。収穫面積に比べて、生
産量が多い要因としては、大規模経営を主
体とした単収の高さが挙げられる。2012
年の同県の10アール当たり収量は、2.82
トンと全国平均の1.92トンを大幅に上
回った。大手の加工業者が拠点を構えてお
り、輸出港であるグアヤキル港から比較的
近距離にあるため、大規模生産者が多く集
まっていることや、土地が肥

ひ

沃
よく

であり、優
良種子が普及していることなども単収の引
き上げを後押ししている。同県は、トウモ
ロコシ、ばれいしょ、カカオ、花き類など
の主産地でもあり、酪農を含め、エクアド

ルの主要な農業県に位置づけられている
が、県内には活火山のコトパクシ山があり、
2015年８月の噴火時は火山灰被害が一部
で報告され、現在も警戒レベルが引き上げ
られている。政府は、コトパクシ山の噴火
などの自然災害による農業への被害に対処
するため、中小生産者向けの農業保険を用
意している。

生産量第２位のピチンチャ県は、首都キ
ト市を抱えるエクアドルで２番目に人口の
多い県である。ブロッコリー生産はキト市
郊外で行われており、トウモロコシ、ばれ
いしょ、トマトなどの野菜生産のほか酪農
も盛んである。また、消費地が近いことか
ら、多くの食品関連加工業者がある。

ヘクタール以上
ヘクタール以上

インバブラ県

ピチンチャ県

コトパクシ県

チンボラソ県
主要輸出港の
グアヤキル港

図３　ブロッコリーの主要生産地（2012年）

資料：SINAGAP 収穫面積ベース
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（３）経営体数
直近の2000年農業センサスによれば、

ブロッコリーの経営体数は645戸であっ
た（表４）。このうち約半数は１ヘクター
ル未満の零細生産者であるが、作付面積
ベースで見ると、100ヘクタール以上の
大規模生産者が67％を占めている。主要
生産地であるコトパクシ県では、20ヘク
タール未満の生産者は少数であり、100
ヘクタール以上の大規模生産者は作付面積
ベースで74％を占める。2000年以降の
データは公表されていないことから現状は
不明であるが、より大規模化が進んでいる
とみられている。

ブロッコリー生産は、通常、定植時には
販売先が決まっており、また、買取価格も

あらかじめ設定されていることから、生産
者は一定の収入が確保できる。代金決済は
手形取引が一般的なため、販売から45日
後まで現金化されないというデメリットは
あるものの、日々の価格変動が激しい国内
市場向けに比べてリスクが少ない。このた
め、生産拡大に向けて酪農用の放牧地をブ
ロッコリー畑に転換する動きも進んでお
り、今後もこの傾向は進むとみられている。

また、ブロッコリー生産は、国内の雇用
にも少なからず寄与している。エクアドル
青果豆類生産者協会（APROFEL）によれ
ば、ブロッコリーの生産と冷凍などの加工
部門で１万1500人の雇用を生み出してお
り、約4000世帯が恩恵を受けているとの
ことである（表５）。また、加工部門では、

表３　ブロッコリーの県別生産量の推移
 （単位：トン）

区分 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
アズアイ県 785 790 705 698 804 826 840 881 NA NA NA
カニャル県 152 315 381 386 512 542 538 564 NA NA NA
カルチ県 1,602 1,610 NA NA NA NA NA NA NA NA NA
チンボラソ県 2,465 2,237 3,169 2,968 3,504 3,608 3,633 3,810 NA 2,018 NA
コトパクシ県 15,895 14,785 20,272 25,200 27,563 28,963 29,125 30,541 NA 51,350 NA
ガラパゴス県 8 NA 4 5 5 5 4 4 NA NA NA
インバブラ県 5,770 5,900 6,679 6,689 9,665 10,021 1,110 1,164 NA 4,080 NA
ピチンチャ県 12,960 16,307 17,300 14,652 20,315 20,986 33,150 34,761 NA 11,791 NA
トゥングラワ県 882 1,300 22 190 423 439 640 671 NA NA NA

合　計 40,519 43,245 48,532 50,788 62,791 65,390 69,040 72,396 65,000 70,000 68,858

資料：SINAGAP  
　注：NAはデータなし。

表２　ブロッコリーの県別収穫面積の推移
 （単位：ヘクタール）

区分 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
アズアイ県 72 68 70 65 71 81 85 84 NA NA NA
カニャル県 18 30 36 33 36 39 35 34 NA NA NA
カルチ県 166 165 NA NA NA NA NA NA NA NA NA
チンボラソ県 350 255 252 238 188 193 203 200 NA 182 NA
コトパクシ県 1,217 1,115 1,137 1,400 1,430 1,480 1,490 1,469 NA 1,819 NA
ガラパゴス県 1 NA 7 5 5 5 4 4 NA NA NA
インバブラ県 564 584 490 465 540 565 68 67 NA 364 NA
ピチンチャ県 948 1,150 1,160 1,200 1,236 1,245 1,500 1,479 NA 1,164 NA
トゥングラワ県 94 130 2 10 25 28 40 39 NA NA NA

合　計 3,430 3,497 3,154 3,416 3,531 3,636 3,425 3,377 3,611 3,639 3,666

資料：SINAGAP
　注：NAはデータなし。
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人件費が安いことからカット作業などは手
作業で行われており、手先が器用な女性が

多く従事している。

（４）単収
ブロッコリー生産が近年、飛躍的に成長

を遂げている理由の一つに単収の増加が挙

げられる。1990年には10アール当たり
0.60トンであった単収は、2010年には
同2.14トンまで増加し、中でもコトパク
シ県は2012年には2.82トンに達してい
る（表６）。この背景には、生産から加工
までの統合化（インテグレーション）の進
展がある。これにより、土地の改良や優良
品種の導入、生産者への技術指導による生
産のバラツキの大幅な低減がなされた。

（５）生産品種
2014年に農牧水産省が行った農業面積

生産アンケート（ESPAC）によれば、作
付面積ベースでは認証種子と改良種子の使
用割合はそれぞれ72％と19％、また、ハ
イブリッド種子は１％と、優良品種が普及
していることがうかがえる。エクアドルで
用いられる種子の98％は輸入であり、大
半は米国産だが、ブラジルなどからも輸入
されている。苗はキト近郊の工場で栽培さ

れるが、統合化が進んでいることから、生
産者はあらかじめ加工会社と品種などを取
りきめ、それを基に苗を購入する。

最も多く栽培される品種はAvenger 
種 とLegacy種 で あ り、 そ の ほ か に
Coronado種、Marathon種、Shogum種、
Domar種、Fantastico種なども栽培され
ている。Avenger種はブラジルのサカタ
のタネ系列から主に輸入され、Legacy種、
Domar種、Fantastico種はSeminis社の

表４　ブロッコリー経営体数と規模別内訳（2000年）

区分 規模
経営体数
（全国）

経営体数
（コトパクシ県）作付面積ベース

シェア
作付面積ベース

シェア
大規模生産者 100 ha 以上 45 67.1% 13 74.2%
中規模生産者 20 ～ 100 ha 未満 108 30.1% 14 22.0%
小規模生産者 1 ～ 20 ha 未満 13 2.8% 8 3.8%
零細生産者 1 ha 未満 306 1.0% ─ 0

合　計 ─ 645 100.0% 34 100.0%

資料：III Censo Nacional Agropecuario, 2000 

表５　�ブロッコリー生産・加工業界の雇用
者数（2013年）

区分 雇用者数 世帯数
生産 4,596 1,532
加工 6,850 2,283
その他 125 125

合　計 11,571 3,940

資料：Universidad Tecnológica Equinoccial

表６　全国およびコトパクシ県の単収の推移
 （単位：トン／10アール）

区分 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
全国平均 1.18 1.24 1.54 1.49 1.78 1.80 2.02 2.14 1.80 1.92 1.88
コトパクシ県 1.31 1.33 1.78 1.80 1.93 1.96 1.96 2.08 NA 2.82 NA

資料：SINAGAP
　注：NAはデータなし。
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もので、米国やチリから輸入される。その
ほかの品種は主に米国産である。なお、種
子の輸入には関税は課されない。また、ブ
ロッコリーの苗を育苗する大手企業は３社
あり、それぞれが特定の大手加工業者と契
約する生産者向けに供給している（表７）。

エクアドルの地理的・気候的な特徴を反
映して、高山かつ日照量の多い土地で育つ
ブロッコリーは、一般的に濃い緑色であり、
また、花

か

蕾
らい

が凝縮され、形がコンパクトで
均一性のある点が海外市場で人気を博して
いる（写真１、２）。

（６）生育ステージ
エクアドルでは、海外市場からの需要に

応えるため、栽培と収穫の時期をずらしな
がら、１年を通してブロッコリー生産が行
われている。通年栽培が可能である点は、
同国の大きな強みと言える。ただし、地力
低下を防ぐ目的でばれいしょなどほかの作
物との輪作が行われている。また、コトパ
クシ県とピチンチャ県では、インテグレー
ションが進展しており、生産者は加工業者
の指導を受けながら栽培し、輸出市場の需
要に合わせた生産を行っている。

この２県では、かんがい率と施肥率は、
ほぼ100％である。通常のかんがい設備
はスプリンクラーによるものであるが、大
規模生産者の場合は点滴かんがいも行わ
れ、効率的な水の使用が意識されている。

ブロッコリーの生育ステージは、通常、

12〜14週となる。日照量によって生育期
間は変動するが、コトパクシ県などの主要
生産地では定植してから２週間後に活着し
て生育が始まり、12週目以降に収穫期を
迎える（図４）。主な定植の時期は２月、
６月、10月であり、収穫は３カ月後目安
の１月、５月、９月から行われる。収穫の
最盛期は、コトパクシ県が８〜10月、ピ
チンチャ県が１〜３月となる。

収穫はブロッコリーが傷まないように主
に手作業で行われており、収穫後、加工場へ
運ばれて選別される（写真３〜５）。輸送は
加工業者との契約内容によって異なるが、運
送会社が行う場合と生産者自らが行う場合が
ある。加工場では、個別急速冷凍（ＩＱＦ）
などで冷凍処理される場合がほとんどである
が、ブロッコリーは劣化しやすいため、国内
に出荷される場合も冷蔵処理が必要となる。

表７　�主要なブロッコリーの育苗業者と供
給先の加工・輸出業者

育苗会社名 加工・輸出業者名
Nintanga 社 Provefrut 社
Pilvicsa 社 Ecofroz 社および Nova 社
Asvegetal 社 Ecofroz 社

資料：Universidad Tecnológica Equinoccial

写真１　ブロッコリーの花蕾

写真２　�エクアドルのブロッコリーは形が
良い
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エクアドルのブロッコリー生産は、栽培
環境が良いため、病害虫の発生は少ないと
されるが、一部では発生が確認されるケー
スもある。2013年は降雨量が平均より多
かったこともあり、同年10月に根こぶ病、
黒斑病、灰色かび病などの病害が発生した。
さらに、同年１、５、10月および12月に
はコナガ、タマヤナガ、ダイコンアブラム
シなどの害虫被害が確認された。これら病
害虫の発生時は、大手加工業者の主導で各

種対策が行われている。

（７）大手加工・輸出業者
ブロッコリー加工・輸出は、大手3社で

ほぼ全てを担っている。輸出の割合で見 
ると、Provefrut社が59％、Ecofroz社
が30.5 ％、Nova社 が10.5 ％ で あ っ た

（2007年）。
これらの３社は、関連会社などを通じて

自社農場を所有しているほか、周辺の大・

週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目 週目

定植 
生育 

収穫 

図４　ブロッコリーの生育ステージ（主要生産地）

資料：エクアドル農牧水産省

写真３　収穫前のブロッコリーほ場

写真５　収穫は手作業

写真４　収穫前のブロッコリー
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中規模農家との間で契約栽培を行い、大部
分（95％）を輸出している。一方、国内
向けの生産は、インバブラ県・チンボラソ
県の小規模・零細規模農家が担っている。

ア　Provefrut社
Provefrut社は、1989年に創業した最も

古いブロッコリーの加工・輸出企業である。
本社はピチンチャ県、加工場はコトパクシ
県に位置している。2014年現在、従業員
は979人、3万5541トンの冷凍ブロッコ
リーを生産し、同社製品の100％が輸出向
けであり、売上高は4462万米ドルに上る。
カリフラワーやロマネスコなどの冷凍野菜
も輸出しているが、ブロッコリー関連が輸
出の96％を占める最大の品目となってい
る。ＩＱＦのほかに、通常冷凍、wet-pack

（ウェットパック）の形態での輸出も行って
おり、有機ブロッコリーも扱っている。

同社は、エクアドルで初めてブロッコ
リーの栽培方法と冷凍技術を導入したと言
われており、最初に導入された品種は
Coronado種であった。1998年から日本
の商社と連携し日本向け輸出に取り組んで
いる。

Provefrut社 は グ ル ー プ 企 業 に
Nintanga社とAgrofarming社を持ち、ブ
ロッコリーの生産から輸出までの一貫経営
を行っている。Nintanga社が苗の育苗お
よ び ブ ロ ッ コ リ ー の 生 産 を 行 い、
Provefrut社が野菜の冷凍、加工および輸
出 を 行 う 分 業 体 制 と な っ て い る。
Nintanga社はコトパクシ県に850ヘク
タール（2013年）の農場を持つエクアド
ル最大のブロッコリー生産者であるととも
に、周辺農家への苗の供給や教育なども担

当し、Provefrut社が加工するブロッコ
リーの約85％を供給している。

輸出の約25％は、自社傘下の商社であ
るAgrofarming社を通じて行っている。

イ　Ecofroz社
Ecofroz社は1996年に創業し、ピチン

チャ県に本社と加工場を置いている。冷凍
野菜の加工・輸出企業であり、ブロッコリー
が最大の輸出品目となっている。2011年
現在、従業員は1506人、１万9493トン
の冷凍ブロッコリーを生産した。同社はＩ
ＱＦ技術を用いて、冷凍ブロッコリーを米
国、日本および欧州に輸出している。

傘下企業に育苗生産を行うAsvegetal社
がある。Provefrut社と同様、需要に対応
するためAsvegetal社以外の生産者からブ
ロッコリーを調達している。調達先の内訳
は、大規模生産者が25.6％、中規模生産者
が65.1％、小規模生産者が9.3％である。

ウ　Nova社
Nova社は３社の中では、最新で最小の企

業である。2009年に創立され、従業員は
363人、その多くは女性である。冷凍ブロッ
コリーの輸出量は4800トン、加工場はコト
パクシ県にある。原料ブロッコリーの３割
は自社農場で調達し、残りの７割を契約栽
培者から買い付けている。現在では、日本
のほか４カ国（米国、英国、ドイツ、チリ）
にＩＱＦブロッコリーを輸出している。

以上、本稿ではエクアドルのブロッコ
リーの生産状況を中心に報告した。次号で
は、同国におけるブロッコリーの流通・輸
出動向について報告することとする。




